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報告内容
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1. 世界の石炭需給（～2021年）

2. 2022年の石炭市場、主要貿易国の石炭需給

3. 石炭価格の動向

4. 世界の石炭需要見通し

5. まとめ – 石炭を取り巻く環境



石炭の位置付け - 一次エネルギー消費
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⚫ 化石エネルギーを中心に増加

⚫ 再生可能エネルギーは2000年代半ばから増加

⚫ 石炭は石油に次ぐエネルギー源として利用

⚫ 石炭消費量は、2000年代に入り大きく増加、その後停滞
一次エネルギーに占める比率は、2000年の23%から2010
年28.5%に拡大、2020年には27%に縮小

世界の石炭需給（～2021年）

出所: 出所: IEA, "World Energy Balances 2022 database"

一次エネルギー消費量とその構成の変化

エネルギー源別一次エネルギー消費量の推移
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石炭の位置付け – 発電電力量
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⚫ 石炭、天然ガス、水力を中心に増加

⚫ 再生可能エネルギーは2000年代半ばから増加

⚫ 石炭は最大の電源として利用

⚫ 石炭からの発電電力量は、2000年代前半から横ばい
総発電電力量に占める比率は、2010年代前半まで40%を占
めていたが、2020年には35%まで縮小

世界の石炭需給（～2021年）

出所: 出所: IEA, "World Energy Balances 2022 database"

発電電力量とその構成の変化

電源別発電電力量の推移
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石炭消費量の推移 – 炭種別

4

⚫ 2000年代に入り一般炭を中心に増加

⚫ 2013年の80.0億トンをピークに、2016年まで
減少後、再び増加

⚫ 2020年：COVID-19感染拡大により減少

⚫ 2021年：経済回復から増加

世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

炭種別消費量の推移

炭種別石炭消費量と構成
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石炭消費量の推移 – 地域別
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⚫ 2000年代に入りアジアを中心に増加

⚫ 全世界に占めるアジアの比率は
2011年65.5%、2021年76.7%と拡大

⚫ OECD欧州では1990年代以降減少

⚫ 北米は2000年代以降減少

世界の石炭需給（～2021年）
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注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

1991 2001 2011 2021* 1991 2001 2011 2021*

 アジア・オセアニア 1,630.9 2,266.6 5,224.4 6,209.8 36.4 47.2 67.1 78.0

うちアジア 1,529.9 2,135.7 5,092.9 6,106.5 34.2 44.5 65.5 76.7

 OECD欧州 1,071.9 817.1 777.8 528.0 23.9 17.0 10.0 6.6

 非OECD欧州･ユーラシア 733.3 462.3 528.6 439.1 16.4 9.6 6.8 5.5

 北米 858.9 1,023.4 964.7 517.7 19.2 21.3 12.4 6.5

 アフリカ･中南米･中東 183.6 230.7 284.9 263.5 4.1 4.8 3.7 3.3

世界計 4,478.5 4,800.1 7,780.4 7,958.1 100.0 100.0 100.0 100.0

地域別消費量と構成

地域別消費量の推移



石炭生産量の推移 – 地域別
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世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

地域別生産量の推移

地域別石炭生産量と構成

1991 2001 2011 2021* 1991 2001 2011 2021*

 アジア・オセアニア 1,620.9 2,311.5 5,189.6 5,958.2 36.2 47.6 66.3 75.6

うちアジア 1,398.6 1,978.4 4,769.9 5,495.1 31.2 40.7 60.9 69.8

 OECD欧州 931.3 646.2 563.9 373.2 20.8 13.3 7.2 4.7

 非OECD欧州･ユーラシア 730.6 510.3 631.7 659.8 16.3 10.5 8.1 8.4

 北米 974.7 1,091.8 1,073.4 571.9 21.8 22.5 13.7 7.3

 アフリカ･中南米･中東 223.5 300.6 373.8 313.6 5.0 6.2 4.8 4.0

世界計 4,481.0 4,860.3 7,832.5 7,876.7 100.0 100.0 100.0 100.0

⚫ 2000年代に入り需要の拡大に伴い、アジ
アを中心に増加

⚫ 全世界に占めるアジアの比率は
2011年60.9%、2021年69.8%と拡大

⚫ OECD欧州では1990年代以降減少

⚫ 北米は2010年代に入り急減
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一般炭消費量の推移 – 国別
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⚫ 2010年代半ばにかけて、中国、インドで急増

⚫ 2000年代後半以降、米国で急減

⚫ 2020年：中国を除いて減少、ロシアは横ばい

⚫ 2021年：中国で増加、インド、米国で回復

⚫ 上位３ヵ国（中国、インド、米国）で全体の3/4以上

世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

2021年の構成
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一般炭生産量の推移 – 国別
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⚫ 中国で2010年代初めに向けて急増

⚫ インド、インドネシアで増加、米国で減少

⚫ 2020年：中国以外で減少、特に米国は大きく減少

⚫ 2021年：中国、インド、米国で増加、南ア、豪州等で減少

世界の石炭需給（～2021年）
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上位8ヵ国の生産量推移

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"
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原料炭消費量の推移 – 国別
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⚫ 中国、インドで急増後、停滞

⚫ 2010年以降、ロシア、韓国、インドネシアで増加

⚫ 2020年：インド、ロシア、日本、米国、ウクライナで減少

⚫ 2021年：中国で減少、インド、インドネシアで増加

世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

上位8ヵ国の消費量推移
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原料炭生産量の推移 – 国別
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⚫ 中国、インドで急増後、停滞

⚫ 2010年以降、ロシア、韓国、インドネシアで増加

⚫ 2020年：中国を除いて減少

⚫ 2021年：中国で増加、豪州、モンゴルで減少、ロシア、
米国、インド、カナダで回復

世界の石炭需給（～2021年）
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2021年の構成

⚫ 上位3ヵ国（中国、豪州、ロシア）で世界の
3/4以上

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

上位8ヵ国の生産量推移
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石炭貿易量の推移
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⚫ 純輸入地域は、アジア、OECD欧州、中東

⚫ 純輸出地域は、オセアニア、非OECD欧州･ユー
ラシア、アフリカ、中南米

⚫ 1994年以降増加、2010年代に入り増加加速

⚫ 2014年をピークに停滞

⚫ 2020年：COVID-19感染拡大により減少

⚫ 2021年：需要回復に伴い増加

世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。ここでは輸入量を貿易量とした。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

炭種別貿易量の推移
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一般炭貿易量の推移 – 国別
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⚫ 中国、インドで急増後、停滞

⚫ 2010年代、日本、韓国、台湾で停滞

⚫ 2020年：中国、ベトナム以外で減少

⚫ 2021年：中国で大きく増加、韓国、
台湾で増加、インド、ベトナムで減少

世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

上位8ヵ国の輸入量推移

2021年の構成
⚫ インドネシアで急増後、停滞

⚫ 豪州で増加後、停滞 ロシアで増加

⚫ 2020年：多くの国で減少

⚫ 2021年：インドネシア、ロシアで
増加、豪州、コロンビア、南アフリ
カで減少
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2021年の一般炭貿易フロー
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世界の石炭需給（～2021年）

注： 2百万トン以上を記載。数値は暫定値。
出所: IEA, “Coal Information 2022“及び貿易統計等をもとに作成
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インド
20.3%

中 国
18.1%

日 本
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韓 国
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世界計

3億240万トン

（2021年暫定値）

原料炭貿易量の推移 – 国別
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世界の石炭需給（～2021年）

注： 2021年は暫定値。
出所: IEA, "World Energy Statistics and Balances 2022 database"

上位8ヵ国の輸入量推移

2021年の構成
輸入

上位8ヵ国の輸出量推移

輸出

⚫ 中国、インドで急増

⚫ 韓国で増加、日本で減少

⚫ インドネシアでは2010年前半以降増加

⚫ 2020年：インド、韓国で増加

⚫ 2021年：中国で急減、インド、インド
ネシアで引き続き増加

⚫ 豪州では2010年代半ばから停滞

⚫ 米国、モンゴルでは2010年代増減

⚫ ロシアでは微増

⚫ 2020年：すべての国で減少

⚫ 2021年：米国で微増、他国は引き
続き減少

豪 州
57.8%

米 国
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0.4%           
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世界計
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2021年の原料炭貿易フロー
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世界の石炭需給（～2021年）

注： 百万トン以上を記載。数値は暫定値。
出所: IEA, “Coal Information 2022“及び貿易統計等をもとに作成
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主要輸入国の動向（中国）
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2022年の石炭市場、主要貿易国の石炭需給
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主要輸入国の動向（インド）
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2022年の石炭市場、主要貿易国の動向

石炭火力発電電力量

石炭輸入量
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主要輸入国の動向（日本、韓国）
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2022年の石炭市場、主要貿易国の動向

日本の石炭輸入量

出所: 日本貿易統計

出所: TEXレポート、Coal Monthly Statistics

韓国の石炭輸入量

出所: 日本貿易統計

出所: TEXレポート、Coal Monthly Statistics

石炭輸入量対比

一般炭：

⚫ 1-11月で日本、韓国ともに増加

原料炭：

⚫ 1-11月で日本、韓国ともに減少

0

5

10

15

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

2021 2022

(Mt) 一般炭

0

2

4

6

8

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

2021 2022

(Mt) 原料炭

日本（1-11月） （万ｔ）

2022 2021 増減

一般炭 10,480 10,268 212

原料炭 5,730 5,847 -117 

韓国（1-11月） （万ｔ）

2022 2021 増減

一般炭 8,217 8,058 159

原料炭 2,719 2,852 -133 

0

5

10

15
1

月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

2021 2022

(Mt) 一般炭

0

1

2

3

4

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1

月

2021 2022

(Mt) 原料炭



主要輸出国の動向（豪州、インドネシア）
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2022年の石炭市場、主要貿易国の動向

豪州の石炭輸出量

インドネシアの石炭輸出量

石炭輸入量対比

豪州：
⚫ 豪雨による供給障害等により輸出量は低調、前年を下回る

⚫ 特にNewcastle港の輸出量は前年比2,000万トン減少

インドネシア：
⚫ 石炭輸出禁止令により1月の輸出量が激減。1月14日に解除され

徐々に回復、3月以降は前年同月を上回り推移

注: 豪州の輸出量は、Port Kembla港を除く
出所: 豪州: North Queensland Bulk Terminal, Newcastle Port, Gladstone Port, 

Brisbane port ホームページ、インドネシア： BPS (Statistics Indonesia) 
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ウクライナ侵攻に対するEUの対応策と石炭需給の変化
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⚫ 電力安定供給に向けて、時限措置ではあるが、石炭火力の
閉鎖時期の延期や再稼働、制限緩和を各国で決定
⇒ 石炭の需要、輸入量が一時的に増加

ドイツ：リザーブ電源の商業運転化（5.9GW）
閉鎖の延期（2.12GW）

オランダ：35％稼働上限の全面解除（4.1GW）

その他の国においても再稼働の動き

⚫ EUの石炭消費量は増加 ← 輸入増加、褐炭生産増加

⚫ 輸入量では、ロシアからの輸入が減少、一方で、米国等か
らの輸入が増加

2022年の石炭市場、主要貿易国の石炭需給

出所: TEXレポート、貿易統計

国名 発電所 MW 運開年

オーストリア Mellach 246 1986 閉鎖(2020/4)

フランス Emile-Huchet #6 647 1981 閉鎖(2022/3)

Cordemais #4,5 1,200 1983 リザーブ電源

イギリス DRAX 1,400 1985 閉鎖(2021/3)

West Burton 1,000 1967 閉鎖(2022/9)

出所: 各国政府発表等

(Mt)

2022 (1-6) 2021 (1-6) 増減

輸入量（Hard coal） 59.2    47.8    11.4    

生産量（Hard coal） 28.6    29.1    -0.5    

生産量（Lignite） 145.5    126.1    19.4    

出所: EURACOAL, “EURACOAL Market Report”

EUの石炭生産量、輸入量（1-6月対比）

(Mt)

2022 (1-9) 2021 (1-9) 増減

総輸出量 58.0    57.5    0.5    

EU向け 18.7    11.4    7.3    

米国のEU向け石炭輸出量（1-9月対比）

(Mt)

2022 (1-6) 2021 (1-6) 増減

総輸出量 98.9    106.7    -7.8    

EU向け 17.0    21.4    -4.4    

ロシアの行先別石炭輸出量（1-6月対比）

出所: UGOL 



ウクライナ侵攻によるアジア輸入国のロシア炭輸入量の変化

21

⚫ 中国、インドでロシア炭輸入が増加

⚫ 中国では、豪州炭の禁輸から2021年にロシア炭輸入量
が増加、2022年はさらに増加

⚫ 一方、日本、台湾では減少

2022年のロシア炭輸入状況

注： ( %)は総輸入量に占めるロシア炭輸入量の比率
出所: TEXレポート、貿易統計等

出所:経済部能源局、｢能源統計｣出所:貿易統計 出所:TEXレポート

出所:貿易統計出所:TEXレポート

2022年の石炭市場、主要貿易国の石炭需給

アジア輸入上位5ヵ国のロシア炭輸入量
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 中国 (1-11月) 3,249 (12.3%) 5,291 (18.1%) 6,096 (24.6%)

 インド (1-11月) 707 (3.6%) 702 (3.4%) 1,602 (7.4%)

 日本 (1-11月) 1,972 (12.5%) 1,835 (11.0%) 1,098 (6.6%)
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一般炭価格
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石炭価格の動向

出所: World Bank

一般炭FOB価格（月次）

⚫ 2022年、需要が超過気味であるなか、豪州、南アフリカでの天候不順（12月～）、インドネシアの輸出禁
止令（1月）、オミクロン感染拡大による人材不足、ウクライナ情勢への懸念等により上昇基調で推移

⚫ 2月下旬以降、ロシアのウクライナ侵攻（2月下旬）により急騰、豪州での豪雨による輸出減（3月～）と
EUと日本のロシア炭輸入禁止表明（4月7日）以降再び高騰、高値で推移。9月後半から下落基調で推移した
後、再び400ドル/トン超まで上昇。
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原料炭価格
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石炭価格の動向

原料炭FOB価格（豪州輸出価格月次、四半期価格）

⚫ 2022年に入り、一般炭と同じ要因により上昇基調で推移。ロシアのウクライナ侵攻（2月下旬）により急騰、
高品位原料炭価格は一時600ドル/トンを上回る

⚫ 豪州での豪雨と EUと日本のロシア炭輸入禁止表明（4月7日）により再び高騰。一時500ドル/トンを上回る

⚫ 5月下旬以降、供給の回復により下落基調、7月には200ドル/トン近くまで下落。その後再び上昇、11月初め
には一時300ドル/トンを付けた後、250ドル/トンまで下落し、12月下旬から上昇基調

出所:Department of Industry, Science, Energy and Resources (DISER), “Resources and Energy Quarterly – December 2022”
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一次エネルギー需要見通し（IEA）

24

⚫ 一次エネルギー需要は、STEPSで増加、APS、NZEでは横ば
いもしくは減少

⚫ STEPSでは、

化石エネルギーの比率：2021年79%⇒2050年62%に低下

うち石炭の比率：2021年26%⇒2050年15%に低下

アジア、アフリカ、中南米、ユーラシア、中東で増加、
一方で欧州、北米では減少

世界の石炭需要見通し
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出所:IEA,  “World Energy Outlook 2022”

注: STEPS (Stated Policies Scenario), APS (Announced Pledges 
Scenario), NZE (Net Zero Emissions by 2050 Scenario)

注:国際バンカー等により左上の図のSTEPSの値と一致しない

シナリオ別一次エネルギー需要見通し



一次エネルギー需要見通し（IEEJ）
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世界の石炭需要見通し
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⚫ 一次エネルギー需要はレファレンスで増加、技術進展では減少

⚫ レファレンスシナリオでは、

化石エネルギーの比率：2020年80%⇒2050年77%に低下

うち石炭の比率：2021年27%⇒2050年21%に低下

天然ガス、再生可能エネルギーが増加、石油は微増、石炭は
2030年頃をピークに微減（右上）

⚫ アジア、アフリカ、中南米、他欧州/ユーラシア、中東で増加、
一方で欧州、北米では減少 出所:日本エネルギー経済研究所、｢IEEJ Energy Outlook 2023｣

シナリオ別一次エネルギー需要見通し エネルギー別一次エネルギー需要見通し（レファレンス）

地域別一次エネルギー需要見通し（レファレンス）
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注:国際バンカー等により左上の図のSTEPSの値と一致しない



石炭需要（IEA、IEEJ）
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⚫ IEA：2030年51.5億tce、2050年38.3億tceと減少

⚫ IEEJ：2030年56.2億tceに増加後、2050年52. 6億
tceと減少

⚫ アジア太平洋の石炭需要は、
IEA：2020年代をピークに減少、2050年32.6億tce
IEEJ：2040年頃をピークに減少、2050年45.2億tce

世界の石炭需給見通し

石炭需要見通し 石炭需要見通し（IEA STEPS）
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出所: IEA,  “World Energy Outlook 2022”日本エネルギー経済研究所、｢IEEJ Energy Outlook 2023｣
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⚫ インド、アセアンでは2030年～40年頃をピークに
減少へ⇒石炭需要は縮小するものの、利用は継続

まとめ - 石炭を取り巻く環境
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⚫ エネルギー安定供給確保の表面化

⚫ 欧州では一時的な石炭火力閉鎖の延期、閉鎖した石炭
火力の再稼働 ⇒ 一時的な石炭需要の増加

⚫ ガス価格の高騰によりアジア等では一時的に石炭需要
の高まる

⚫ 経済減速による石炭需要の減少、石炭価格の低迷

⚫ 供給側では人材不足、脱化石（脱石炭）の加速

⚫ 資源会社等の石炭事業からの撤退（主に一般炭）
（権益は以下へ移動）

⚫ 欧州系あるいは欧州市場に上場していない会社
✓ 地場の石炭専業会社(豪州・南ア)
✓ 海外資本(米・中・印・尼など)

⚫ 石炭事業に対するダイベストメント

⚫ 石炭火力事業からの撤退

⚫ 欧米を中心に石炭火力を閉鎖

⚫ 2021年（COP26に合わせて）各国によるカーボ
ンニュートラル等の表明

⚫ アジア諸国等での石炭火力建設計画の延期・中止

脱化石・脱石炭

COVID-19感染拡大

ウクライナ侵攻
石炭需要見通し

⚫ CO2削減とエネルギー安定供給の両立

⚫ 需要に応じた供給体制の維持

供給側

課題


